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表 著 ノ近最 

郞四貞 林 



今次の支那事變は支那を通じての«濟的英《と思想的ソ聯との戰へでぁる事は今や 
■1! 相 推れ しもょく 知る ところで— • 「 
了 寸-^*责 - 0 ' 1變を色* 2> 角度から視る事が出來る。例へぱ白色有色の民族的戰乎？/^ 
*^1^了化的見堆ょり視るならば世#的第三_造文化の建汶でぁるとか疋に父# 
_>, o ' # c^s 關 W に ユ ダャ 人、 >一 ダャ 財閥が 糸を 引へ てゐ ると か 單的に 言 ふなら ば、 事 Hr . 
Tl - - tr ul ダ^ ?8が起させたものでぁると考察する事が出來る* 

^7 1%^は付に支那事變とュダャ民族の關係に就へて#寄でぁるが、此の1 /]'* 誌を世 
v - - T - ii ®^ 少 认 り 共 得る 點がぁれば幸甚とするところでぁり著者宛に批判を願へればょ 
一^ る 《第で ある • 
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I 、 ユダヤ 民族の 槪念 

1. H ダ ヤ R 族 oa 生 

2. H ダ ャ K 族は 何千 万 か 

3. 世 界の何 處の H J - 一香 住ん v £ か 

4. >1 ダャ人が日本 |: 何人住んで*か 

||、日 8 戦爭とユダヤ人 立 

1. 日本の* ?« |1 ュダヤ人が引«けたか 

2. ュダヤ 《*4財四 |1 如« )- 動いたか • 

3. «爭 4- » | 0 して*た 

4. *¢* 10 Hr ャ人 

111 、ユダヤ人 化の 國際聯 盟 九 

L «皮 * »はい -0 出來たか+ 

2. * 檯 は 笥 返に * る 

a «»專»の扭畿は «|| « 

因、 VW の 實檯を 占める ユダヤ人 一七 

1 . ダ* 0 各委 14 # ®!: 容 

2. 讲西 HS 革命と H ダ ♦人 





3. y * 主躕 部の 全貌 

4. y « 代表の 大公 使は dr ヤ人か 

£ 、 支那に 於け る ユダヤ人の 暗躍 …： 

L ュダヤ 人は 支那 V 何 4 した 

2. サツ K ン財間は如何 

3. 丈 那の通 倍 網は H ダ ャ化 

4 • •支那 VH ダ ャ財肫 は 如何に 麻 •るか. 

六、 世界 線 上の ユダヤ人 

1. 政治家 

2. 积 表 
3 •財 四 
4 •化 供 者 
5 •其の 他 

七、 支那 蓽變 に對 する 國 民的眞 使命 :% 

1. *«!=的は何か 

2. 新 東® 故 M 体とは 柯か 

3. ffi 細 亞 の 新 秩序の 姥 S 
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一、 ユダヤ 民族の 槪念 、 

今次の 支 節 事黌 tt 单なる 支那と 日本の 拽で はな い、支那を通じてのソ聯の赤化«略政策杧基く抗 
日人民戰線と、支那を通じての英1|の帝《主遂位略政策に基く植民堆资本とのニ勢カの合休にょる 
蒋介石 政椎の 利用の 抗日® である U 

而し ながら 我 日本は、 & 道の 對支 宣布 a WH 本の B 家 使 S 成の 確立で あり。 日 支の 眞疋 なる 提 
携に ょる 東洋 新 文化の 建設、 東洋 •午 和の 確立で ある •然して 日 支 共存 同 榮の 道義 世界の 確立で なけ 1 
れば ならない* C 

而 して 此の 支那 褀變 t 異つた 面ょり 監 蛻、 檢討 するならば、 共の 背後に 英® ソ聯を 操縦せ しめて 
ゐるユ ダヤ K - 族の 晤 躍を みのがす 琪は絕對に出來ない、こ-.に於てユダヤ民族の槪念を述べてみた 
い と 思 ふ • 

ュダヤ 人 問題は 非常に 舊い 歷史 をもつた問題である。此れは|つ獨逸ー國の問題に止まらず、今 
や 世界の® 大な 問題と 云は なければ ならない • 




- 

ユダャ民族の發生は何處か4云ふに、ァラビ了沙淇北部の豐解な地方に發生したと云はれ、セミ 
ット 族 %' 职種挨としその生活手段は牧畜でぁ 0 て水草を迫ふて移往する所謂遊牧«族でぁつたこ0 
ことは後年彼等ユダク尺族が世# |: 路にかけて撤底したィンターナショナ9><.トでぁ01國に |1|1 定 
することなく何處へでも淹れ、同時に彼等の人1:の繁 «( ヵは非常に强大 & もので北方チグリス河の 
泷 域にまで 迪 0。1部は上沫地方へ、一部は川下つてぺルシャ » に垅れ、ァモレァン民族と雜婚し 
一方 また ヒッチ ー 族と «血しここに、セミット族、ヒッチー族ァモ ^ ァン族の馄血融合が遂にィス 
ラヱル民族を形成したのでぁる* 

彼等は C 0 三 » 族の 統合に ょつ て 其の 優秀なる 各種 族の 特質を 吸收 して 長短 相 揃 ひ、 その後は 他 
民族との 混 虚 |: 忌避して«ヵ自己民族の血液の純化を成就し、他民族は不純血て自己民族は純血埃 
t 誇稱 して. 0る*故に今日樹«血族の路襲されて、男兒が生れると八日目に割饈 5: 行ふ。割* <!: « 
包赉切開を云ふのでぁる丨 

而しながら其0後各國に於ける政洽的、宗敎的壓迫の爲に心ならずも雜婚し、改宗 ^ る者4ぁる 
が今日な《ユダャ民族はそ0麴虚を誇りとしてるる，それはさてを金、ユーフラデス上«に向へる 



1 團はヵナン即ち今のパレスタィンの地に住むでここ広ィスラ2ル國を作るに -$ つた。而して彼等 
一! 自己の 腌史 IT 五 千 六 百 九十 八 年と 誇る がそれ は 我阈の 如く 一 K 充茛 した 掖史 でな く 或る時は ィス 
ラ H ル！ K とユ ダヤ國 に 分れ 或るい は 全部 K デ ブトに 因は れの 身と なつたり、 又はべ ピロ _t ア に 捕虜 
となり 幾多 亡® の 进を迎 り、 凡ゆる 雞 業苦 索を した もので 一 贯 した 獨立 W 家を 持按 したので はない 
西廣紀元前'五世紀の頃、：冉びヵナンの地に還つたのであるが其0後獨立を失ひ半獨立阔となり、昔 
日のソ|1モンの榮華 (0 再現 |: 企豳し、何人かの豫言者が現はれたがすべて空しく、逖にキリストが 
ナザレに 生れ 彼等は 之を谒 信し キリストに 依る 民族の 獨立 t 念願した ので あるが、 キリストは 逆に 
ユ ダャ敎 の 偏狭なる 黏 を 抹擊 した、 そ ?: で 彼等の m * は キリスト を宗敎 革命家と して 磔刑に 處して 
仕舞つ た • 

而 して キリスト 紀元 七十 年 更に® 立 fcg てた が a K マの 爲に评 壓され H ル サレ ム の 回復を 圖つた 
が 亦 遂に 一敗 地に まみれ 歎 十万の 死傷者を 出し、 遂に H ル サレ ム居住 播 を 失つ て 遂に 彼等- 1 ダ ャ民 
埃は放浪生活を營むほかなくなつたのでぁる。 

今日世界に居住するユダャ民族はどれ程 0 數かと首ふに、これはユダャ問題の硏究家でも、專|1 



* でも 明確な 答は 出來 ない と苜は れてゐ るが、 彼等の 統計では 一千 五 百 四十 五 万と 首つ てゐ る。 世 
振の 人口に 比するならば 實に微 * たる ものである 併し 是は純 血ユ ダャ 人で あつて 彼ら ©非常な 努力 
に拘らず自然に_娇し混血する者が多くこれ等を合休すると約五千万と言はれてゐる， 

而して 一千 五 百 W 十五 万の 純血 族の 分布狀 態を 調べて みる 其の 第 |はアメ9ヵ合衆阉の四百万人 
第二 位がボ ーラン ドの 三百 七十 万人、 第三 位が ソヴ H 丨トの 三百 万人、 第 四 位が ルー マニアの 百万 
人、 第五 位が ドイツの 六十 万人と 官 はれて ゐるが 、今日の ナチ ス 、ドイツ 時代に 至つ ては W 外 迫 放 
者が多くなつたが未だに大部分は居住してゐる，次がイギリスの三十万、 |(! にフランスの土十万と 
イタ 9- の 五 万と 言は れて ゐ る。 

更に東洋に於ては如何なる狀態かと言ふに、日本にー千人、支那に五千人、滿洲阈にー万人と官 
はれて ゐる 。殊に 支那 在住© ユ ダャ 人は 支那の 經濟 |: 左右してゐたものであり、支那に居佔する英 
米 嫌の 大部分は ユダャ 人な P と 首つ て も 過言では ない 狀態 である。 

此れ等の ユダャ 民族が 蛇の 如き 民族意識 を4つて支那の财 -». 邯ち轾濟掸關であ，0浙江財叫1支《 
し來 つた も Q である •そ© 代* 的 H ダヤ財 明と して、 上海に 居 ft する サツ スン 財閥が 即ち それで あ 



又 サツ スン 財 明と浙 in 財 閥の » 係に就へて«著「これが支那だ」 (: 縝むならぱ明確となるであらぅ 

• . \ 

ir 日露 戰爭 ご ユダヤ人. 

今次の 支那 事變は 或る 意味に 於へ ては 滿洲 事變の 延長で あると 言 ふ 事が 出來る ，更 に 滿洲 琪® は 
日露戰爭の異つた廷畏だとも言ふ事が出來る。而かも今次事變の背後にユダヤ人の嵴蹯してゐるこ 
とは 見の がせざる 事* であ 0、又日*の戰爭にも 3. ダヤ人が日、谋兩《の背後にあつて別々の面ょ 
り投資してゐた事も事資である。 

日露 戰爭に ユダヤ 人が 如何なる 關係を 有して ゐた かは 當時の 關係 者なら ょく 知る ところで あらぅ 

H * 戰爭の 當初に 於いて 我國で 外值 募集に 當つた 時に、 アメリヵの ユダヤ 財闕か 銀行團 の 中心 人 
物 ジ H コプ、シツフが日本の外債十四值 |: 1手に引受けた更に1:1本の勝利 |: 益 >* 確實にした速西亞 
第一 次 革命 C 1 九 0五年)の資金を調達したのも彼等である*而して又ー九1七年》ボルンエヴキ 
丨 革命の 责金の 大部分 も 彼等 ユダヤ 財 明ょり 出されて ゐる ことは 明白な事® である •而 し ながら n 



*戰爭常時にユダ>財閱が8本のみ瓤大0好 « «: 持つて外货 |: |手 «: §| 受けてくれたものと考へる 
事は 大い なる あやまりで ある • 

*«• 時佛蘭 四に 於け るユダ ヤ 財閥 《、時の露西亞0大蔵大臣ゥエッテの«東政策 |: 授け即ち滿 » の 
地に=3本と術突せしめ、英米ユダヤ財阀は日本を«けて谣西亞に打擊を與へしめる計書を樹てたも 
ので ある • . -* 

知 論 日露 戰前兩 .» © 明 係は 切迫は 長い ^55 けられた が、 其の 間 ユダヤ 財閲の 暗躍は 活潑に 行 はれ 
ユダヤ人ルッッァチの言に依つて共の轾緯が窺はれる事が出來る* 

其の 一端を 述べるな らば、 元 伊太利 國務大 R である ユダヤ 人の 彼 ル ィシ、 ルッ ッ ァ チは 十數年 前 
彼の 回想 s § ts た 彼 as 回想 錄 sgK 先立つ て S 斷片 を蠢 § 表した。 伊太利の 外 
依借#に當 0 ての佛蘭西政府と|1丨トンルドの他 0 ユダヤ金»財明家との暗躍が明らかにされた。 
•シ ヤン、 カレー ルは 一九二 三年 ー月七日のタン羝に回想錄ょりの揷話を通信した、之に依れば日 % 
開戰に 當 0、 露伸一一 ■政府の 要人ょ 0も、 ユ プヤ 銀行家が 早くから 共の 開戰の 確 《性 を 知つ てゐた 
ので ある •ルッ ッ ア チは 日く 



「R 露 開® 數遇間 前に M 催された -1 丨ス 會議に 於て、 デルヵッセは 众 にべ ト B ス ブルグ 政府より 來 
賓として日露間の平和«實なる£とを齿げた、併し速刻余は秘«してロートシルド怫蘭西よりの霉 
報を受け取つたが、之に依って日露關係の危檐 «: 知った、ユダャ金_財閥{永は注意深い|»の外相 
よ®' も 能く « 際惝勢に通じてゐることが知れるではないか云々」元の併太利の大0の胬愕には理 ||1 
が ある。 彼は W* の 元首よ ¢4 ユダャ人の指導者が內外の情勢に通じてゐることを知つてゐた* 

AT に 彼は ^ 態を 豫 見し 利益を 得る ために 前以 つて 適 當な 手段 t 講ずる ことが 出 米た ので ある。 
=谣戰爭の勃發に依 0 て前述の如くシッフが日本の外愤十叫愆を|手に引受けユダャ金融財關の 7 
世界政策 «行 -«: のり出したのである*之に就へて出保橋潔氏は「明治外交史」に於て次の如く言っ < 
てゐ る'* 

「ロ 雄 戰役の S 際 資本 戰に 於いて ユ ダヤ財 叫の 演じた 役目は 頗る® 要で ある 乃ち アレクサンドル 三 
世 即位 以降 8シア阈內に行《れた、 « 携なるユダャ人迫寄に激玲したフランス金融界の巨頭男爵ア 
ル フォン K、 ド、 a 丨トシルドは„シアに||;する金 » を拒筢し(後に日本の戰愦 |: 引受 5: 承諾した) 

又 ドィッ 系 ユダャ人にしてアメリカ金 8| 界 <0 旦頭たるク1ン、11エプ商 # 社長ジエコプ、へンリィ、 






シッフが、 從 W 日本 S 府と 何芸引 S % なか sy も 拘ら + S 1 Q f 行つ SQ £ 期 
蠢离 一#® 淸 に # H - ニ 千 五 百万# Q 外 潰 引受 を* 一^んだ るは 持筆 y 健 する，， p Q でぁらぅ) 

彼は また 言 ふ 

「I esr 交 sllsas 國 21 f れ た。—— と 
して S 資本 即ち H 本 U 英 、米 雷 531 1、 S 西 £s した® 裹 3SS 金を 供給した 
KS ダ 5 本 S 又 背 S 於 S 5 -S 手して， 〇 た 2 明尝 tgsl する KS、 英米 
資本家は、 Bs 財？ SIS 速.^ is し、 SK 當つ 5 大 GI 川る 
ベから ざ— 忠告し、 tn ラ— f SS 首 g 部 て、 敗 f f sf 供？ 
るの 危險 1注«し、速かに無益 0 抵抗を断念すぺきことを瞥吿し寧ろ半命令的にしヒ， 

而 して . N ッ is は B 8¢. に當？ 日本 51 を 供給す t と S つて m 本と ユダャ S ? 結 
ばんと した •塔が 米 S は、 R 明な 日本一!® 太 人 S 心を 悟 〇> n ダャ 人と S 係 e 純然 S.S と金 
« に 限つ たと 51 信じ 5 る •而し IR 明な 日本人が はたし S 在して， q たかは 謂 とされ 



( 8 ) 



其の 直後 全アメ 9ヵに灌る#日思想を見る時に其の採日思想の中心こそはユダャ人保護を目的と 
する諸團休、 » 太人同志會、全米猶太人同滥なぞでぁるに至つてはそこに何ものかビ存することは 
明白で あらぅ。 

ここに 至つ て ハ ユダャ 資^！ は 國 際 的に 提手 し、 »四亞に投資し、又日本にも投資し國瞭的戰爭 
利益を自由に支配してゐた-而しながら其の叉反面の當時©»西亞に在住するユダャ人實に六百万 
と 言は れてゐ たが、 それらの 解放の 爲と 「ユダ ャ 3 西亞」建設の爲に、日本を助け»西亞 |: 敗戰に 
導くべく革命を起させるに至 0 た。即ち日露戰爭終未頃に當時の$家レ丨11ン及びト11ッキー等 
の暗躍と % 〇遂に一九ー七年に革命軍0勝利となり現在のソヴエート脚邦が建設せられたものであ 
る。 勿論 レ 1|ン、トロッキ -| はユダャ人であることに閲違ひはない* . 

日*戰爭の全面的財昶と戰爭エ作にはユダャ財閥の暗躍のぁつた事をはつきりと知らなけれぱな 
らない ©である • 

三、 ユダャ人 化の 國際韉 盟 



ユダャ 民族萁 S # 的— SI じて、 時 SI 的と？ 時 SIS 的 yi 的な 色彩 
till じて、‘ 彼？ 活 is — 心的 篇 開し 21 • 2 — 的、— &表 
れが « 際聯盟とな 0 て現出せられたものでぁる0、 

し i ば ■置 a 如何な. <? 形式 K 依つ てな？ H に 一 九 一八 年 一月 八日 米®® 上院 蠢 
に 於て 時 Q - Ksoi ソン SEI ■大小 各 SI 全し、 將來 QISS - 和— si 稱 する 十 
四席條 の 提出 A /し 以 つて iwf 作つ たも Q でぁるが、 而 しながら 之は 表面的© も© で— 

共の 後— 一十 七 ta 、 f 休— 約 QS 盟 £ 1 に 於 SV 、 ゥ is 大齧は 

V 充五 It 提議した、 これは 世間に 管 知られて & ない が、 非常に 重大 なもの で マッ クス、 デ、 ゾ 
- ド 公が 英 HS 密 S 問官に S 5 來此 sla 平 客 1 とし 5 f れ交？ ぁる 
し* もこれ は ilQ 目的 t はつ f と 表明し、 蜇が實 行す ベ iff 高調して ゐる 
一、 昨日の 敵 も 全て K 對し 同等の 正義 1: — 

1、國家的利〇主義と特種化0禁止丨 

1、秘密同盟に依る國家閲1の籣結0禁411 



( 10 ) 










一、 | S 濟的 ボィ h ットの 禁止| 

1、 同家 間の 秘密 隹約 0 禁止— 

以上は 五苗丧 の 基本と なる ものである。 

闽除 桃盟と - K ふ® 3^3 思想が 平和 舍 2 | Q 中心 决 j | として 採用され て， q る 今日では あるが、 聯盟 
の原則と聯盟 <: 組«しや5とする_とは馱洲大戰中旣に聯合«內にあるユダャ秘密結社の#雄で 
論ぜ 决定 されて ゐた ので ある。 

HSH 成立 Qst 知れば 罢 K 英米 的 稱 太 人が 勢力を S 枝に なつた 理山も 明白で— ぅ • 
n 丨 ジ H 、 ラン ブランは 「泡 太 人の 勝利」 中に 次の やぅに 言つ て* る。 

「世 振® 太 留、 If 、 英§ 太 代？ 會 QIIIS 、置 Q 成立 Q 爲 S 段 tut じた 英 
國拥太 位 f 英 ■太 代議士 甚 力して 一八 七 八 年 伯林 公會 QR にジ m ィ ン ト ジオ？ N 、 n ミッ テ 
なる も Qtg 織した •此 Q 合 Q 理事は ルシアン、 ゥ オル 7 であるが 此 Q ♦が R 洲大 .戰當 時 非常に 重 
大なる役割を演じたるこ <!:~ は推断するに難くはない0 

一九 一九 年 1 老 S 合大 會％ 巴 里で 開かれた 代 SSK 飛ん； k •ルィ K 、 マ丨 
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シャルに指 9 される米_0ユダャ人は、霣西亞系、波蘭系のユダャ人 «: 意見を異祀してゐたのでぁ 
る •併し 「平和 # 雄に 派遣す ベ tjs 太 人 代表者 # 」を劊立す '2. ことに意見の|致を見ることになつ 
た •此の 「代表者 # 」は公式の役割も有せず、公の評»に加《る £ とは出來無かつたが完全にゥィ 
ル ソン 大統領、 B ィド、 ジ ョージ及びクレマンソ-,を自由自在に搡つてゐた*此等三人の大政洽家 
©周 o には 言 ふまで t なく 多數の ユ ダャ人 0愧儡たる政治*が取 « いてゐた」 
而して又ランプランは璜西のュダャ檐關紙ィスラェリ尹ィシェス、ヴォへンブラット |: 引用して 
次0如く言 0 てゐた。 

「 « 太人は « 議して » ぃ勢カ (: 行使した、ゥィルソン11:ィド、ジ 3 丨-ジも共のカを拒む £ とは 
出來な かつた J と 



又ュ ルバン、 ゴイ H は 言 ふ - 



;-3:碰 



「猶太 人が 111 得した 平和 條約 の附帶 的の 結果は _§盟で 2> る*國_盟は、世界征服に對する 
數千 o lt x t 包容す る 大きな 目 »見1完成せんとするユダャ思想の » 現でぁる」故に»際聯盟は决 
して時の米國大狭領ゥィルソン01創作ではない。フリメ一ソン員でぁつたゥィルソンが秘密結肚か 



& 此の 思想を 受けた 事は 18 : # 戰爭の 原因 Jfc 著した 了ンリ •ドゥ ラシ ュ 師が 言つ てゐ る。 

而 して！ E 際 聯盟 機關 内には， 永夂檐 關 として、 脚盟 事務局が 組 雄せられ 阈際 政治 上 Q 軍耍な 役割 
を演じ、からくりの作用を確實にし|大權ヵを行使するものは琪務局なのである*故に嗜務的の終 
身 官史は 大公 使ょりも 高い 地位に あり 最も 報酬の 多い ものである。 

事務璁 .位 である エリック，ドラモンド卿は實にユダャ主義に對し忠筲にデモストレーシ4ンを行 

つて ゐる 。彼が 琪務 總长 として ジュネ ーヴに 赴 住した 即日に 同市の ュダ ャ敎大 法師 ギンス プル ガー 

を訪ね、ュダャ民族に對する韓敬と獻身的努ヵと信念を披派したる琪代 ?: 見ても明白ある。 

• • 

故に 阈 際聯盟がュダャ民族の利益を絕對的に守る爲に各扭の乎设を講ずることに今更惊くことは 
ない。故に冰務局の椅子は勿論彼等间故或ひは、ュダャの息の掛つた人物に .*1- められてゐる市は次 
の表を見ることに依つて明白で杳らぅ。 

ドラモンド 聯盟琪務總長 (英一 :ュ ダャ人 ) 

アブ ノール 同 事務 次長 (怫 蘭 西ュ ダャ 人) 

ハー K 同 交通 部長 ( 佛蘭 西ュ ダャ 人〕 
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ライヒマン 

マント ウ丨 

ソル ター 
n ンメン 
マ ダリ 了丨ガ ー 



ィ丨 マンス 

ベネ ッシユ 
レ丨ゼ 



麟 81 * 生 部長 
同政治部長 
同！！！ 濟部長 



C * 蘭ュ ダヤ 人) 
(佛蘭 西 ユダヤ人) 
(» 逸 ュダヤ 人) 



同宜傳 情報部 S (ユ ダャ 人〕 

西班牙 代表 (西班牙， 一ダャ 人) 

Jl f ig 器 雪 S 耳？ ダャ 〇 

チェッコ 代表 



Is 




(チエッコユダャ人) 

( 佛蘭 西. 1 ダャ 人) 

(ア プノ ール次長か總長に就住し其0ぁとにァスヵラ|テ(ユダャ人〕が事務次長とな 0 たと言 
はれて ゐ る) 

1九ニ1年ー月十六日3ンドン西«シナゴーグの僉議の時に英«ユダャ»の*离の師長の|人で 
2> る ル シ了ン •ゥォルフは 次© 如く 言つ て ゐる • 



(一〕 ユダャ 民族は 出来る 限&方法を盡して爾際聯盟を支持しなくてはならない。 
(ニ)吾等は聯盟の成功に鷇大0關心を持 0 ものである。 

(三) 嫌 盟は 吾等の 最も 高爾 なる 最も 邃な る傳親 と 調和す る ものである • 

(四) 聯盟は ユダャ 人 問題の 最も 都合 好き 解决を 吾等に 與 へる もので あり、 吾等が 最も 大な る關心 
1: 持つ ものである • 

(五) 聯盟の 將來は 固ょり 確 尚た る ものである • 

以上の說述にょつて«際聯盟は明白に 3. ダャ民族の野望と利益の掸關であることが知れるであら 

ぅ •歐 洲大戰 はユ ダャ 人のから くりに 引掛 つて 勃發 L その 講和が 又ユダ ャ人の 支® 下にな o そして 
生れ 出て たる ものが W R ? 聯盟で ある。 ， 
著者 (林 貞四郞 ) は 今ょ り六、七年前明治大學の學生時代にすでに 0 本が阐際聯盟を脫退しなけ 
れぱ 將來に 東大なる 問題が 起る と 叫び 卒 fl ifi 後に r 汝は B 本人なる や」 の 著書を 世に出した る 其の 
一節に 明示して ゐ たもので ある • . 

而るに 今日、 R 本と ドィツが 脫 退した る や當 住理褀 國と して ソヴ H 丨 トを迎 へて 遂に 彼等 ユダャ 
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人スタづフの意«は物の見事に » *せられたものでぁる。 

今日ソ嫌邦の«勢ヵこそユダャ民族の手に完全に支 £ せられてゐるものでぁる* 

今次 事轚に 對し總 ゆる 掸期を 通じて W 際 嫌 盟は蔣 政 櫬 を支持し來つたる理山もここに於て自から 
明白となることであらぅ* 

• «• ■ 一 

フランス、スぺィン、支那等を舞 % としてコンミ 3. -|ズム士資本中：義的自 [|| 主義の連繫 «: 阅るい 

は ゆる 人 K 戰躲の 結成への 道は C の梆盟に加へたエ作が平くも堞犬線でぁつたことを今にして思ひ 
當るのでぁらぅ。抗ロ人民戰線化の蔣介石政權の長期皸は、今や明かに人民戰線のー大 » 践と武器 
商品の 大置的 消化 にょ AQ 英大 t 利 S 大滿 足す る？ ャ Ms ? る f 見 Q % すわけ には 
行かない。 

更に國際聯盟の對支技術員の派遺こそ、阈際聯盟を構成するユダャ財_の支邺に於て行はむとす 
る 搾取 事業の 工作 機 關以 外に 何も Q もない。 

彼等技術者の硏究«關の » 用の出道を調べると明白となるでぁらぅ。即ち此の典用こそ《ユダャ 
の H 際 資本財 阖に依 つ て 支給せられ てゐる 事が 何ょ o の 證明で なければ ならない。 



今や國際聯盟をあやつる人形師ユダヤ財閲は長期戰を利用し完全に支那を食ふてしまふであらぅ 
今にして 日本蠢5$ 布— し 0 滿支 SSS 新 東® §休を 作— れ ば、 sis 美 
名の 基に ユダヤ 財閥 0完全なる勝利となるであらぅ。ここに於て特に吾人は阐際聯盟とユダヤ人の 
關係を說述するに至つたものである* 

四、 ソ聯の 實權を 占める ユダヤ人 • 

今次 支那 事變は 今更 論ずる まで もな く 「ソ ヴ H1 ト 支那」 との 戰ひ である ことは 明白で ある。 

しから ば、 支那を して 思想 的に 赤化せ しめ 「ソヴ 二ー ト 支那」 たらしめ てゐ る。 根本の ソヴ工 ー 
トの現勢ヵの中心機關、即ち權ヵ者の中核を見るに總てがユダヤ人にょ 0 て占められてゐる*今率 
命の 當初 «: 思 ふに 一九 一七 年 二月 二十 七日 率 命なる や 政治 均衡は 失は れ 、三月 三日 皇帝 一一 コヲ ィニ 
世は 己むな く皇弟 ミハィル 大公に 讓位せ ん としたと ころ 大公は これを 辭退 した。 そこで 新しい* 西 
亞の 運命は ルヴ オフ •グ ー チ n フ •ミ 9 ユ In フ •ゲレ スキ ーを 中堅と する假 政府が 出來 、此の 帝 
政露西亞の崩缠した最大©掠動ヵは《際ユダヤ人の勢ヵにょつたものである。幾多の證明が雄淨に 
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物箝 つて & る。 

»沔亞滯在十八年と言はれ笫西亞通と言はれた英«陸衹のァレック •ブ B クタ ー大尉 は 次の 如 
く 首つ てゐ る。 

「*西亞革命は决っしてー般民衆の什柔でなかった共れは全くュダャ《際全權と其の手先の仕事 

であった」 

% 

革命は ユダヤ人に よつ てな され 而 L て中纪 假 政府より レー r ノ時 代と變 り レー ーーン 時代になる や 

) 

ユダヤ 人は 技々 と ®: 要の 地位に 就く ことにな った。 18 

(- 

一九 ニ〇 年の ソヴ H 丨トの 支® 者の 人名 錄と高 級 委 fl の當 時の 表は 次の 通りで ある • 

(尙又 レー - I ンの 時代は 一九 一七 年より 一九二 ニ 年の 間 技いた ものである) 









' 



アフ太 ル バウ ム 

ゼンフ エル ト 
ドヲゾ キ丨ン 
ギン メル 
クラ ツシュ マン 
フ インケルス タイン 



同 

间 

间 

同 

同 

同 

0 

同 






c , «' 



y 丨べル ソン 

レ ー -I ンの 死後は 四 人の 政治家が 權カを 爭 つ た、 四 人とは 誰れ 誰れ かと 云 ふ 54 ジョル ジア 人で あ 
る •スター 9 ン めと して 三人© ユダヤ人 即ち ジノ ヴイ H フ とカ| メネ フとト □ ツキ —である。 
一九二 ニ 年よ P 一九二 五 年 £> 間 H 年 半 程は ジノ ヴイ H フ i カーメ ネフと スタ ー リンの 三人組の 權勢 
の時代でぁ 0 たが1方又ト8ッキ丨0串ゐる一围と》對立抗爭がぁ 0 た。 

而 して スタ 19 ンとト 。ッキ 0 對立はニ人 0 變った型のボルシ*ヴスト 0 »立でぁ 0 た- 



a ク 



(*〇) 






キーは純然たる理論主義者であり’スターリンは實際主義者であ^^其の代表であった^而しなが 

ら兩者の共產主袭に對する本霣は同じでおるが方法問題が異つてゐた。 

故即ト B ッキ ーは 先づ *界革命 *: 煽動し共の上で世界的社會主 3| を足場にして進んで行く、事 «: 主 
張した •此れに 對して スタ 1 リンは、 先づ 國內の 肚會 主義を 完成し 共れ を 土* に 世# 革命を 完成し 
ょぅと 云 ふので あつた， 

ヤダャ 人© 大部分は ト |> ッキー側に付いた而し事實の問題としてスターリンは他阈に千诛せず國 
內に社舍主義を完成すると云ふ立場 |: 以て勝利を博した。 

一九二 八 年ょり スタ一リンの 獨裁が 始まつ 戈 而レ 此の間に トロッキ. 1。 . シノヴ ィエ フ •ヵメ ネフ 
を追放しル復歸せしめたが第ニ次的地位にをかせられた又ス^リンは反對派であるユダャ人の多 
數を追放し投绿したがそれは長く « か中、而してスターリン自らがユダャ人の [% !1とならざるを得 
なくなつ た。 

彼の妻は泰玟せられユダャ人ヵガノヴィッチの娘を奏にした(1九三四年にニ十1才の)而して 
ソヴ H 1 ト 0 « 權はスタ—9ンとヵガノヴィッチとにょ 0 て占られてゐるのである。此»ニ人が世 
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界 2 !堆0六分の1と1值0人民の上に櫓カを持 0 てゐるので » る。 

而して外 » 人民委員長はリトヴィッノフ事ユダャ人ヮラッ*フィンケルスティ ンで ある 委員長 代 
理は レチン スキ ィは* 西 亞人 であるが 彼の 夫人は ュダャ 女で ある。 共の 他委 a 長 代理の ソコル コ 
フ (ユダヤ人) と カラハン C T ルメ -- ア 人) である • 

S 立 銀行 0 頭取は H ダャ 人力 ル マ / ヴィッ チで ある • 

五ケ 年 計* の 中心 指導者 tt ュダャ 人 キュィ ビコ ♦て ある • 

外 « 贸易の指導*權者はュダャ人の3丨ゼンゴルッである*又農 ||| 政策の指導はュダャ人ャコヴ 

n フで ある。 

* 西亞革 命は I 大轉換 期と なつて ュダャ人によつて仕組まれ更に又革命後のソヴヱート聯邦の今 
日乂ュダャ人«掌中に握られてゐる事はあらゆる實證の上に表はれて來てゐる*今ここにそ0參考 
として */ ヴ H — ト內 の * 欉 を 發 表して みよぅ。 
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(尙 右の 表は 公式の ものでは ない が 事* に 近い も 0 である) 
中央 委員 # (全員 七十 一名) 

バリッキ ー(») パ ゥ > ン (») 
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グ アレ ィキ ス ( » ) H ジョフ (獼) 

ゼレ ンスキ 一(供) へ 力 パ n フ (编) 

カガノヴィチ ル •>! ム(_) タノー リン (猶〕 
カガノヴィチ H ム •*■<( » ) 

リト ヴィ 1 / フ ( 本名 メィ H ル •ヴ アラ ク •フンケ ルス ティン 
"-ヴ オフ (*)(夫人は » 太女〕へ 

リユ ビ—モ フ (別名 n スレ フキ- 0 へ 供〕 

ビヤ タ n 7 ( 射) ノ丨ゾ フ C 猶) 

ラ ズーモ フ (別名 サゴヴ ィチ〕 ( 猶) 

ル ィン デン (»〕 ハタエヴィチ(瘌) 

チ H 丨ドフ (卵 名 アス n フ XSD カミン スキ ー (播) 

ヤ ー n ヴ レフ ( 別名 エプスティン)(») 

オシ ン スキ.- (別名 オボ レン スキ—) (*)( 夫 猶人太 女)- 



m 









スト リフ スキ ー ( » ,> ゥ一ガ a フ (联) 

パ ヴルー フス キー ( 讲) ソコル 1 |コフ(別名ブリアント〕(辆) 
ボ 0 ンスキー(柄)ボ3ィド(狨)以下捭す 
中央 執行委員 會 

ヵリ—- 一ン (委員長 X ®〕 

ミク グキー (同 秘迸官 X 柄) 

べト o フス キー (ゥクラィナ共和阈代表)(躬〕 

委員長 官房 秘書 局 

ゥ H ルビ ッキ ー( 局長 )(稱) 

オ スト n フス キ 一(柄〕 シマ ノフ スキ 1( 祸) 

總務局 

ヤシ ユタ ィキ ン (局長) ( 锎) 

文書 課 
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レシ H (課長) (病〕 

ゾ聯 阈內湃 太 移民 委員 會 
デイ マンス テイン (委員長 X 射) 

ト n ッキ 丨 •パ 丨 •イ丨 (猶) 

チョ ムキン (農業 技師 x 射) 

コガン •ェフ ム (庶務課 長 )( 热 } 

敎宵 顧問 

ナロ デッキ ー (顧問 長) (»〕 

マント (# 計 踝 長) (a) 

トヴ キン ( 少 g 育 課長) (猶) 

シマ ノヴ スキ ーン (レ ー _| ン 獎學 資金* 員 長 x 稱： > 

國家計耋委員會 

メイラ ウク •ワ レリ •イワ ノヴ イチ (委員長) (チェッコ 人) 



以下 十三 委員は 全部 辆太 人で ある。 

內務委 fl # v . 

ャゴダ (ャゴダ * ヶルシエル)(类員長〕(稱〕 
丁グラノフ(別名ソレンソン)(副委負長〕(讲) 
ベル ルス キー (民 軍 指揮官) (抦) 

ゲ •ベ •丨ゥ 代表 

フリ ー ド ベルク (北 コー ヵサス 地方 X 柄) 
ビレル (小亞 ：細亞 X 柄) 
y D 二 チン (タジキスタン 地方 )( « ) 

クル ー n フス キ ー( ウズベキスタン 地方) ( 猁) 
プー ル-- ス (ア ザル パィス タン 地方 XSS ) 

ラボ ボルト (スター リン 地方： >( » ) 

ス コ 9 ン スキ ー( ヴィ二 ッア堆 方) ( » ) 




カルル ソン (ハルコ 地ィ方 x 稱) 

デリ パ KC 極東 地方) (稱〕 . 

黨監 « 委員# (定員 六十 一名〕 

H ジョフ (委員長) (柄〕 

以下 八 * 迄 柄 太 人で ある。 

赤衛堪 幹部 

ガマ ル-一 ク (參謀 長 X ®) 

以下副長、課長、政治部员の全部が柄太人である。 

赤 術 軍司令官 

横東¥、ゥクラィナ軍、極東艦除司令官、黑海艦隊司令官、コーカサス飛行隊司令酋、ヴォル 
ガ飛行隊司令官、バルチック艦保司令首、ヴオルガ地方堪司令_首、北コーカザス地方司令宵、 
以上の 全 司令官は 全部 《 太 人な り。 

中央 統制 娄 fl 會、® エ柔 人 M 委 11 #、 輕エ 業 人民委員#、 林業 人民委員#、 阈耷農 場委 W 會 
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- - .■ •■ 

農務 人民委員 會 、財務 人民委員 # 、 W 立 銀行、 外國 貿易 人民委員#、 食料 人 W 委員#、 外務 人 
民 委 負舍、以上の各委員會0#部の大多数は》太人である。 

歐米政策第ー課(バルヵン»8、波«、スヵンデナヴヤ方面) 

歟米政 策 第二 課 (中央 歐洲 、パル ヵン 諸阈〕 一 
默米 政策 第三 課 (アングロ ー羅典 諸 S ) 

東洋 政策 第一課 (近 SH ) 

東洋 政策 第二 課 ( S 東 諸 阈) 

外務 人民委員 會內に は 新聞 及 情報 局が ある •尙 以上の 各 課の 首腦 部は 勿論 猶太 人で ある。 
對外代表部として各國大使館がある。各國の大使及參琪官、大使代理艽記首、武宂及び領事の 
太 多 歎は ユダヤ人で ある。 

以上の 如くして 今日 ソヴ H 丨ト聯 邦の 實勢灌 1: 占めて ゐる 者は 其の 大部分は 祸太 人で ある。 此の 
猶太 人は 阈耵ユ ダヤ 人と 握手し 殊に 支邱省 變に をけ る、 ソ聯ユ ダヤ 人の 對 自抗日人伐戰線への背後 
接 助は 今更 論ずる 迄 もない 琪で ある。 
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ユダ 32 HOI られ て， 05 嫌 客 後 f 支— 助 へ而し 5 本 S し、 次 
の 時代 倉 本征 f 夢み て I して， 5|§§々 日本 E 民は 考 へなければ ならない Q である。 

ソ 聯邦に 於け 2 ダヤ 民族— 展 細 SI 2 んと 1 S つて f 注？ 監 f 
もつ て あたる ボ大 なる f れた 問題で— と考 へる ものである。 

五、支那に於けるユダヤ人の暗皭 

今次の— S し 如何 SS 系 H ダヤ財 SS 那 S 助した かは <,SI もな 51 
るへ， ここ！ sJ 缕 Q 野望を 曾：^ Q 利® Q 爲 にあくな 烹プ 性を 明白 y したいと 考 へる も® である 
英® ユダヤ 財 g サッ スン 一家を 中心とする 在支ユ ダヤ系 米、 獨 、佛 、財 gs 力に 依て、 支那 •押 
投资五 十 年 計 ® •2大方策が、幣制改革の基礎エ祺の上に着*として汊施され十ニ年後、上海、香塞 
• H り 南支 备斷し ビルマを 通 CV 印度洋 £ ける 大 8 S ? する 中 S 開？ な。 S 計 露り 
成就 すれ b 、 誠 £洲0 天？ 追 2 て i ダ 5 S 爲 S 、 世 S 比 Q 物 S . W 5 W 地 並 ts 
にボ n ィ f 飽く— 押 取 Q. 投資 地と なつた であらぅ 。面し 5 れが SS#、 蒋 介： r、 浙 r •財 
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湖の 代表 宋子文 0 W K - 政 椎に 結びついて、 ユダャ 民族 I 淹 の 策 課を a しくす る 時、 支那は 全く 彼等 
の 家中の ものと な 0歟米派の天下となり、笫ニの印度とな0デモクラシー人民戰線の取洋制斟の极 
捕 地と なり B 支 親善は 愚か、 彼等 ユ ダャ財 明は 支那を して、 帛道 日本の •水 久の敵 たらしめ、 東洋 平 
和は 永遠に のぞまれなくなる であらぅ • 

而しながら也變の進展奵彼等の投下した資本と權益に大掸槌を加へる事に期せずしてなつた祺は 
天裕と言へる可きである。今ここに彼等の計*を述べるならば彼等ユダャ財關はあらゆる掸#を利 
用しその投資計*を«施せんとしてゐる故に彼等は當然33本の東洋安定勢カを考进に入れ計进を过 
行すべき であつ たに 拘ら ずユ ダャ 民族 獨持の 抹他 的宗敎 思想に 災いされた 例の 如く 獨 占 主義を 採用 
し 11. つ1::本に妨寄されざる爲に支和をして極カ日本に近寄る事を妨げる日支離間エ作を採拊したの 
である。 而かも それ に當つては表面は飽く迄日本の協カを冀ふ如きゼスチユァを示し、0:本朝野を 
油斷せし ^ 恰も日本の叻ヵなく支那幣制改革その他經濟エ作はユダャ財阅と雖も成功しないであら 
ぅと 云 ふ 樣な宜 傅を も 行つ た • 

而も 支那に 於け る 英字新聞を 巧みに 操つ て、 日 支 離間 宣傳を 支那 國民 及び 上海を 中心として 阈際 
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的に發展せしめた所これが又教等 0 意_せざる結果を«來し遂に日支武ヵ戰の展開となりたるは自 
* 自得、自ら彼等が资金を供铪し聃入せしめた支那飛行«に依つて爆擊せられる如き悲境に立ち到 
つたの 《天 |51 と云ふぺきでぁる<* 

彼节ユダャ財閥は此れに對してぁらゆる威 « をなし來た、第|に經濟にょる牵制を行つて來た。 

日本の « 外爲转に對するエ作日本が金現送方針 «: 取*>つ-.ぁる間はその减少及び爲替の低落を目指 
し 常に 操作を S す 4同時に一方これを彼等の«盼的宣傅«鬪を通じて日本に宜傅し、日本財棵首腴 
部を龙じて政治上 «- 部を動かし、支那武ヵ徹底擊破キ：張を牽制し、戰卞+此せしむる様に分ヵした 3 2) 
而しそれも出來ず、乂貿易金融關係に於ては例の英》註支大使ヒューゲッセン氣傷事件後特に注目 
される 事は a ン ドンに 於け る爲 替决濟 を 康次 取扱は ざる 如き 態度を 示して 來て 間接 巧妙に 我 出先の 
外交當 局及び疋金銀行、三井銀行等を通じて成嚇牽制するに努めた。我對外货易額の七割の爲替手 • 
形が £1 ンド .\で决濟される現狀に於てはこれは 1? に我《«易に1大支陴を與へるものでぁる0圯に 
又英、米の主耍新聞を利用し對日淪調を惡化せしめ更に又上海の！1ィテル及びアパス通信は終始支 
那の 冇 利 日本の 不利の デマを 飛ばせし め、 特に 上海の 英字新聞 ノ 1 K チア ィナ •デ ーリー 二 ユス 



上海 ィ ー ブ _|ングポストを盛んに利用して對日恶化 :6: 俾を金のカに依つてせしめたものである。 

si に乂 彼等は 英阈 ょり 英阉勞 働 黨嫌務 の ユダ ャ人ネ ケルを ト： 海に 招 t 來り支 那の耍 人と 面談せ し 
め 特に 上海ユ ダャ財 間の H 頭 連と 連絡を とらし めて 徹底的に H 本を 苦境に 陷れる 或る 種の 策動を せ 
しめた。又これと呼應して上海クリスト敎阁を動かし史に英米本阈のユダャの各團休に排日運動を 
促進せ しめたる 3 Jf K は 今日 明白と なつて 來たの である。 

ここ に 反日 ユ ダヤ围 体を あげるならば 次の 諸團 体が ある。 丨 
上海 ユ ダャ 俱樂 部、 ユダャ 通 商 硏究會 、上海 ユダ ャ搜 務總# 、ユ ダャ 改進 協#、 ユダャ K - 族 掩護 
同盟、 オルト オヴ 協會 、秘密結社 Q ブ ナィ •ブリス、 ユダャ 支那 人協會 、ユ ダャ慈 惠協# 。 

以上が 共の 代表的 抹日 反日の 各種 團体で あるが、 此れ等の 諸團 体の 大部分は、 ユダャ 財 間の* が 
か りであり共の支配下にあつて猛烈なる排日を作つて支那拨助に全勢ヵを集中してゐるのである。 

8> に上海ユダャ財闕 5: 列記するならばィ1*ディ，サッスンを初めとして、ヴヰクタ1*サッスン 
ヵド リー 。ハ ー ドン •エズラ。 トル ィ等の 此れ等 ユダャ 財 闕 si は祺變 前 迄は 上海を 本抽 として 蔣介 
石援助に全勢ヵを集中してゐたのである。勿論上海のみならず香港の赶濟界及び新 » 通信關係と共 
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Ifc 交通 拽關も 彼等の 指導に 依つ て 左右せられ てゐ たもので ある。 

X 

:史 に 上海に 於いて 發行 する 外字 新聞の 資本は 其の 全部が ユダヤ 炎 本で あり 編 料す る 記者 もュ ダヤ 
人であることに特に注意すべきである* 

彼等 ユダヤ財阀は金融掸關を初め言論拽關共他各種團休を其の支配下に匿き、對日阈際關係を惡 
化せし め、 経 浒的不安を增加せしめ日本阈內0各8勢カの分裂離間を目掛すの以外には何ものをも 
销牲に せんと 計进し K 行し 對支按 助を 行っ てゐる • 

故に 我 日本 E 5 蜃 一致して S 目的 遂行 SWI げて S 5 力 S •へ SB 防悬 の 整 
備確 立と 丼の 對策に 今一 段の 努力と 共の 阐 W 的 自覺を 必要と する ものである。 

六、 世界 線 上の ユダヤ人 

今日 世界の 各躱 上に，！ ダヤ 人が 表 はれ 今や ュダヤ 人に 依って 世界の 政治 も飪濟 も 文化 も 科 學も支 
£ されつ 0 ある事《其の好のむと好0まざるとにか>|はらす事丧とな 0 て來た。參考の爲に今其« 
代表的 ユダヤ 人を 列記して みるなら ば 次の 通りで ある* 






シャフ ッべ 91 伯 初代 伯 持 ヴィクトリア 女王 時代の 英圉の 首相 

ビー コン スフィ ー ルド 伯 ュ ダ ャ 商人の 子に 生れ 文學に 忘し 後 政治 界に乘 り 出して ダ ー ビ內閣 
第一 次 (一八 五 ニ 年) 第二次 內閣の 大敍大 - H となり 一八 六 五 年 保守寐 の 首領に 推さる 其の後 變選ぁ 
0て 首相と なる。 ， 

グラットストー，で：9ヴ.アプールのュダャ人商家21生る。一八四三年商務大臣となる其の翌年桢 1^ 
大 15 となる。其の後大蕺大臣を數度首相にもなる。 

レ ー ディン グ 侯：. |八八七年辯蓮士となる自山葙の«士となる後檢准嫌長となる更にュダャ人とし 
て 英國に 於け る 最初の 大審院 長と なり 一九二 一年ょり ニ 六 年 迄 印度の 嫌 督 となる* 一九 三 一年 マク 
F ナル ド 首相の 舉闻 一致 內閣に 一時 自 (11 紫の 代表と して 外務 大 e となる* 

へ ンダ ー ソン… ガラス ゴーに 生れる ダー リントン 市長と なり 後一 九 一 五 年 文部大臣と なる* 一九二 
四年內務大臣となり一九ニ九年の第ニ次勞働內閣の外務大 |5 となる尙又一九三ニ年軍縮會議々長と 
して ジュネ ー ヴ に 於て 活躍す。 

ラム ブ V ン… 一 九〇三 年 外交官と なり 各地の 公使と なり 一九二 六 年 支那の 公使と なり 一九 三 一年 か 



( 36 ) 



ら三ニ 年まで 滿洲 事 * 及び 上海 事變に 當0 暗躍す。 

スノ ー デン… 一九二 W 年 ^ 一次 勞働內 開の 大蔵 大 fs となる 其 後大藏 大 R を 數度歷 住す- 
モンド… 英阈勞 勤 相 

シム プソン ■..(一八 七 七 | 九 三 〇〕 英阈の 駐支 海關長 、支那 大統領 政治 顧問を 脎任 银束旅行に關する 
著窨 ぁり 天津に て 支那 人剌 客に 射 粒され る。 

サィモン… 一九 一三 年ょ b 同一 五 年まで 检祺總 長と なる 一九 一 五 年 內務大 |5 と & る。印度定法の櫓 
威 者 後 外務大臣と なる。 

ドラモンド… 初代© 阐際 聯盟の 事務 總 長と なる。 

以上は 英國系 政治的 0 ユダャ 0 代表的 人物で ぁる。 

ゥン ル ソン 大統領… 1 ンル ソン 研究家に 云 tt すれば,！ ダヤの 血が 流れて ゐる i 云つ てゐ る。 

< 丨ディング大統領…ニ十九代の大较領は完全にユダャ人でぁる- 
ル ー ズヴ H ルト 大統領… 完全な ユダャ 人。 

ストラゥス… 駐土 大使 



フ H ッセ ンデ… 上海 H 部局 長 
シンプソン… 駐支 公使 

ブランデス… 北米 合 衆 國最髙 法院七 總裁© 一人な P 。 

ベルン… 米阈 財政 家 • 

イエ ツシユ 一 イシ ド ー ル •スタ ウス… 驻 » 大使 

ブリット… 駐 '/ 大使 

モルデヵイ • H ゼキ H ル… 米國農 務部 財務 長官 
f 1 パ.一 ト •レ ー マン： ニー ユ ー ョ 一 ク知事 
ラ •グ アデア I -I ユ ーョ | ク 市長 
以上は 米 E rc して 此れより 佛 IW 四ユ ダャ 人な り。 

タレ ミ tl —I 司法 大 S たる 亊ぁ 0* 

ミルランー 初め 辯 謹 士 新聞記者より 商 エ大 [5 、勞働大氓、首相、外相となりたり。 
ガンベッタ 丨內 相より 一時 佛 W S : の 獨裁榷 を 握る • 
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パンルベ ！ 首相、 陸 和 ^ rc 嫌 任す- 

ク B ックー 前 大藏大 K 

ァブ パール ー 現 W 際 驃盟亊 務雄长 なり。 

ハ ー K1S 際 嫌 盟交通 部長で 支那 政府の 顧問な り • 

レー ゼ丨ブ 9 アンの 秘寄 長た り • 

ドレフュス 丨社 舍黨© 大 R i *- る • 

以上の外にォーストリァ及びハンガリ— ^ のュダャ人治家は宵捭す。 
伢太 利では 次の 通 P • 
ルッァッティ 丨 一 八 九 六年大 藏大 e たり。 

ソ今- ーーノ 男—砝 相を 數 民 乂 宵 相に も 二回 程なる* 

以上の 外に チ ェス n •スロ ヴェン スタでは 
マサ リックー 一九 一八 年 獨立 最初の 大統領と なる。 

ベネ シジュ 丨ニ代 大統領な 
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樹 义國際嫌盟の術生部長でスぺイン代表マダリアーガや支蓐政府曲問のポーランドのライヒマン 
や 十九 ケ！ £娄 員 # 議長に して 白耳義 表 代の イーマ ンス等 全部 ュダャ 人で ある • 
而して更に獨逸系のュダャ人の政界人を述べるならば次の通りである。 

シム ソン— 一八 四 八 年 フランクフルトの ««議會に列しやがて議長に推された*1八四九年四月に 
首席 使節と して プ a シアに 使した。 一八 六 七年此 ドイツ 嫌 邦議會 の 長と なる。 後一 八 七 九 年に 大 
審院 長と なる- 

シュテイ ネス— ドイツ 財界の 巨頭に して 歐 洲大戰 末期の ドイツ 首相と なる。 

シ, ，ター ル— ミ ュへンに生れ獨逸の政治學者として又法律哲學者として秕界的に有名であつた。 

H 丨 ベルト— ドイツ 共和 阈初 代の 大統領と なる。 

シャイデマン— 印刷 職工ょり 新聞記者と なり 後 無 所管 大 R となり •バイ H . V ン假 大統領と なる 一九 
ニ 〇 年 カツ セル 市長に もなる • 

マルクス— 今 51 言ふ迄もなく共產主義マルクス主義の理論と實際との根本原理を全的發表した事は 
あまりに も 有名で ある。 
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ルク セム ブルク ドイッ 革命の 女性 指導者と して マルクス主義の 理論家と して 有名で ある。 

此の 外に 「ヵゥ ッキ 「ベルン シュタイン」 「プ B イス」 「フ B インド」 「ハイネマン J 其 他 

シモン！ ブ a イセ ン第 一次 革命 政府© 大葳大 e たり。 

K ルシュ 丨同 じく 內務 大臣たり • 

プッシュ—同じく文部大 {5 たり。 

ブラゥン 丨 同じく 農 商務 大臣 プロシ ャ社民 .« 内閣の 首相と なる。 

ゾルフ— I 九！ 一年 植民 大臣より 一九 一八 年に、 外務 大 ra より！ 九 ニ一ハ 牛 駐日 ドイッ 大使と して 親 

日 家です • 

更にロシアに於けるュダャ人は前頃のソヴェ—トに於けるュダャ人の實勢カの頃を讀むとわかる 
レ 1= ン 、ト B ッキ ー、 力 1 メ ネフ、 ヨッフエ、 ステ 力 B フ 、ジノ ヴイ エフ、 ラデック 、ブハリ ン 
ルイコフ、 スタ ー リン、 n D ンクイ 、ケレン スキー、 モロトフ、 プリ ュッへ ル、 其の 他は ^ 界 する 
經濟的 方面より ュダャ A - を 論ずるならば 今 U 世界の 經濟 はュ ダャ 人に よつ て 左右され てゐる もの 
で今更淪ずる必要は無いと思ふが其の有名な代表的人物を述べると次の通リである。 
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a 丨トシ ルド 家— 此の 財閿の 祖先は 例の 有名な マイヤ ー、 トシ ルドで 一八 〇 |年後は五人の兄 
弟で 長男は 本店を 次男は ゥイン 支店を 三男は B ンドン 支店を 叫男はナポリ支店を五扔はパリー支店 
を營み父の遺志を*ぃで合名#杜として今日英獨、填、佛饼の轾濟的機關を握して世界の金融を 
支配するに至つた丨 

ゥ T ンダ ー ビルト— M ュー ョーク に 於け る 財閥に して 合 衆 W の 代表的 ュダヤ 財閥で ある • 

アスク I ドイッ 系の アメリヵ 財閥で あり 有名で ある。 

モルガン 丨モ ルガ ンは あ* りに も 有名で 說 明を耍 しない •其の 他フ 9 ュー リング •ゴッ シュン。 セ 
リグ マン •モン タ ーギュ 。シュ n H ダー 。サッ スン 以上は 其の 代表的 ュダヤ の 世界的 財閲で ある • 
次には探檢家の方面では第ーに 3 ロンブスをあげなければならない*ヴアムぺリ|。エミンパシ 
ヤ，スタイン。オツべンハイム*ナンゼン。オツべルト*スヴエン*へデイン。アンドレ|。更に 

乂例の大西洋無着睦*麵に成功した「リドンパーク」更にスエーデンの氣球乘として知られた。ア 
ンドレー、而して次に藝術的方面ょりュダヤ民族を見る時に、例のオランダ最大の铒學者として世 
#的であつた「スビ / ザ」を初めソクラテスの再來と言はれた「モーゼス*メンデルゾーン」にべ 



ル グリン J je K ' 乂情詩 1 r « 文 等の 名著 t 多く 世界に 统した 「ハイネ 」史に「フルダ 1_ 『.へンリ‘イ 
•キング ス リイ」 「 H ンゲ ルス」 「グ ヌンツ イオ j 「ゥ アツ セルマン」 「カイ ザ—」 「オ しべ ル」 「サス 
丨ン J 「ゥ アルトン」 「ワ グナ lj li らに |3 シア生れのヴアイオリンの名手の「ジンバリスト ^ ソ 0 
モン」 「リー ヘルマン 」 更 に 映 在 s <f の 「スタン バ ~1 グ 」 (ゥインに 生れ 七才の 時 波 米す) 「ルビ ツ 
チ」 「フ H T パン クス」 「チ ヤツ プリン」 「 P イド」 「キー トン」 『ガー メス」 

史に新 M 關係 では 块 米の 大新 S は 共の 大部分が ，一 ダャ 人の 支？ にある 勿論 「ハ— スト j - ロィテ 
ル」 「アツ ブル トン」 「ハルデン j 等は 其の 代表的 人物で ある。 

而 して 更に 科學的 分野ょり 即ち 物理、 化學 、數學 、法律、 12 描 威 者は 特に ュダャ人が ♦い 

©である 「H デイ ソン」 「ハ ー バー」 「アインシュタイン 」 「7ブラハム」「ゾュヴアルツ乂ルド ^ シ 
ュヴ ア 丨べ J 「99 エン タ丨 ル」 「ワイダ ル」 「ナイ ツ サン」 「ヴ アツ セルマン」 「フランケ」 「 t > ムブ 
B l y J 「イェリネク j r ガンス」 「フランク」 以上が だいたい 其の 代表的 人物で ある。 

過去ょ 各 f f f 兵 f §5 治 的經濟 的 KS&SS 他 3 方 5… ダ 5 族 

が _言©1 進んで 行 <J 明確で—。，, ダャ 人が 世界 文化 線 上にたい ず 事に 注® 
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を 待つ て 今次 0 事變に 對處 しなければ ならな S と 信ずる • 

七 •支那 事變に 封す る國 民的眞 使命 

吾人は 多角的に ユ ダ ■•l' 化 支那に 就へ て 述べた が、 對支 聖戰の 日本的、 歷史 的、 民族的 意義の 明確 
なる認識の把握と新朿亞建詨の《民的なる眞使命に就へて敁後に|言したいと考へる丨 

皇 《日本阈以の使命は、天埔無坊の皇述を扶«し奉るにある*この使命は肇阈以來|筲して無说 
に及ぶ日本民族》銨則である。如何なる時代と雖も變ることはない。乍併我等はその使命目的たる 
皇運の 揉 相は 時代の 進化、 變轉に 應 じて 榜み なく 推移す る ものである ことを 知らねば ならない。 

例へ ば 明治 御 維新 後に 於け る 日本の 歩みは、 永い 錤 W0 殼 を 脫し て、 世界 文化を 吸收し 日本の 近 
代文化への飛路的發展を逖げるにあつた-この己とは胆ちに以て蛊運の隆 ^ を意味し從つてそれは 
當然 W 民の 顆 祉 增 進であった ので ある。 かくて 毪束の | 島！！ は 短日月に 世界 三大强 W の 一とは なつ 
たので 2> る，從つて此の時代に於ける《民的使命目的はか>,る*味に於ける日本阈家の飛雜發展0 
爲めに 現在 文化の 生長發 展を«保することであつて、具休的には所謂物質文明、個人主義旳自ぬ主 



義文化の生長發展に努カする己とにあつたのである* 

然るに今や斯る文化は其の內部的矛盾に基く世界的行詰りに逢璜して、これを打開しょり髙度の 

文化的创建へ飛蹓せざれば、遂に崩壊の餘锒なきに至る所の文明的一大行詰りを來したのである。 

而 して 其の 飛躍的 建設が 我が 皇國 日本の 手に 依つ て、 支那 事 變てふ 形態に 於て 着 -* と 進められつ 
o あるの が 今日の 必然的 段曄で ある • 

我等阈民は、今や £ の現*的なる»史的必然に基く眼前の新事態を靜かに、38肅に直視体認しな 
ければならないのである，日本がさ « に滿洲事變 |: 直近には支那事變を轉機として、飛2的大文明 
創建への 巨歩を 進め、 民族的、 世界史 的因緣 及び 創建せ ん とする 思想 政治、 ■經濟 の 所謂 文化的 大綱 
を 確然と して 進む 現下 日本 S 民は、 即ち 此の 中に 皇運の 扶 X の 現段階に 於け る W 民 的 使命 目的を 求 
めなければ ならぬ ので あつて、 それは 我等 《民の多年生活し作った。使命目的への抉別即ち現狀打 
破で あ 9 更に 新たなる 使命 目的への 飛躍的 發展 であ D 、 « 史の 必然性は 今 H C れ を 絕對 不可避の も 
のとして*求して居るも0でぁることを明確に認織しなければならなぃの.でぁる。 

日本が、ぃまゃ«建せんとして.ゐるものは柚象的には「ァジァの新秩序の建設」でぁる*そして 



' 
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この大業の成否如何は直ちに日本坟族の興亡を决するものであると一:時に-ァジァ諸尺族惹いては 

世界全人類の興»を«0ものであるのである。 

我が： tw 日本 2民は、この建設的大業を如何なる困難も抹除して自己の生命と肉体の負檐に於て 
完遂し なければ ならぬ。 これ 即ち 昭和 國民に 課せられ たる 所の 大使 命で ある。 

即ち、 今や 我等！！ 民は 一切の 舊き 使命 目的 觀に立 0 生活栊相を脫却して、かかる新らしき日本0 
檐ふ新文明创建の*資にその全使命目的を @ き換へなければならぬのである*即ち今日の日本内部 
に 於け る 主として 個人主義、 民主々 義 的、 共產 主義 的 思想 及び それ 等外 來思想 を 基礎と する 組織 制 
度を超克して、我が阈体の原義に立つ物心一如 1 «: 界覿、人生觀'«家殺、社#覜、の確立と、そル 
に 基礎 づけら れたる 萬 般 制度 組 雄の 建設的 改編で あ 0、 ，1 -« 萬 3 T K 1 对 一如の 我が 阈髖の 社 會的具 

現を意味するのである從つて我等阈民の使命はか1る日本阀尜の阈體的种建を通じて、今次聖戰 
目的た る 道義 的 東亞 共同 體建設 に 一貧するその大業完遂への捨身奉公にあるのである*これを更に 
具体的に云へぱ’我等はいまや外に東亜洱建の聖戰を戰ふと共に內にはこの聖戰日的の遺槠なき達 
成を期すべく、ただ利己的、自山主袭的立場から、蛟早旣成化して發展を止め、反1:家的化したる 
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現狀を 阁孰 せんとす るが 如 t、 從 0 てその必然的結果として、*載完遂てふ新らしき日本»*の踺 
設的大業を妨害し，又は粗みつ 0 ある如き思想作爲乃至は、蛆»に對して逋切有効なる淨化播荡を 
なすこと にょ &、 日本 E 家の 建設的 念願を 達成すべく 挺身 貢献す る ことに あらねば ならぬ ので ある 
我等國民は今日日本5家の皇運隆昌の樣相が、疑ひもなく對外的には「迸義的東亞協同《の建設」 
であり、 これを完遂し得るもの即ちその面動カの1にかか 0 て日本自らの「阈体的褥建」にあるこ 
とを明確に体詆することにょつてのみ誤り無き皇運扶翼の阐民的使命遂行の行動をなし得るもので 
ある ことを 固く 强く確 信し 行動し なければ ならない • 

乍併云ふまでもなく'このことは前人未«の«めて苦難の途であるたが、我等は靜かに肇國以來 
我* の 祖先が 歩み 努力し 來づた •皇* 扶 »の » を»史の段階に於て考ふる時、それは常にこれを苦 
難と 云は ぱ苦 *の途であつた*而も我々の祖先は常にこの苦_を國民的忠誠心の|途に於て見事に 
切り開ぃて、今日迄の皇運の隆昌を抉»し奉 0 て、その》民的使命 5: 完遂し來つて居るのである。 

我等は、この使命を見事に完遂することに± 〇 て祖先に答へ、.愈々蛊運無 35 の隆 0 を胯りとして 
これを子孫に渡各なければ尨らないのであり’此の甫大性を特に感じなけれぱならなぃ着そしてそ 



こに輝しい新日本の再建と新アジアを建設しなければならない。 

故に 我等 两民は 日本* 史の 開拓者と なり 建設者と な 0* 1切の私心 51 去 0 た5 |» 的行動を通じて 
* 阖一体 固く a く 結び付き 滅私奉公の 一途 邁進し なければ ならぬ •これが 昭和 阈以の 皇運扶 》 の！ a 
.民 的 使命 遂行の 途で あると 確信す る ものである • 



